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渡邉萬次郎賞第40回 受賞者 

 

松原 聰 会員 

 

授賞理由 

 

 松原 聰会員は、昭和２１年１１月２３日に生まれ、昭和４４年３月に

京都大学理学部を卒業後、京都大学大学院理学研究科修士課程に進学し、

昭和４６年３月に同修士課程を修了されました。昭和４６年５月に同博士

課程を退学の後、同年６月に国立科学博物館地学研究部地学第二研究室に

研究官補に就任されました。昭和５９年９月には東京大学から理学博士の

学位を授与されました。 

 国立科学博物館において、昭和６０年４月に主任研究官、平成７年４月に地学研究部地学第

二研究室長、平成１６年４月に地学研究部長と昇格し、平成２１年４月からは研究調整役（地学

研究部長兼務）を務め、平成２３年３月３１日付けで定年退職されました。定年退職後、平成２

３年４月１日付けで、研究上の顕著な功績により同館名誉研究員の称号を、また、同館の研究活

動の推進と資料の充実ならびに展示更新、教育普及活動に永年にわたり尽力した功績により名誉

館員の称号を授与されました。 

 研究活動においては、主にマンガン鉱床、超苦鉄質岩、ひすい輝石岩、花崗岩ペグマタイト、

重金属鉱床の表層中の鉱物の研究を通じ、今まで知られている日本産新鉱物153種のうち、34種を

発見・記載されました。この数字は日本人科学者では最多であり、これら新鉱物の中には日本で

初めての亜セレン酸塩鉱物の宗像石や、糸魚川地域のひすい輝石を伴う変成岩からのストロンチ

ウムを主成分とする新種である糸魚川石、新潟石、蓮華石など学術的に重要なものが含まれます。

直方エリクソン石（鉄、マンガン、バリウムのケイ酸塩鉱物）の結晶構造（結晶中の規則的な原

子の配列の構造）の研究では、以前から知られている4配位や6配位ではなく、ピラミッド型5配位

の鉄の存在を初めて明らかにされました。また第24次南極観測隊隊員として南極に赴き、ルンド

ボークスヘッタなどの地質・鉱物調査を行った。こうした研究を、野外観察会や自然史講座ある

いは学習支援活動、さらには一般図書などを通して普及を行われました。 

 国立科学博物館の地球館造営に伴う常設展示企画では、地下2階の46億年散歩道の展示の冒頭

部、地球を構成する物質として、地球表層、深部に分けて鉱物と岩石の展示を手がけられました。

また、ニューヨークのアメリカ自然史博物館と行なった「ダイヤモンド展」の日本側監修者とし

て責任を果たしたほか、「鉱山文化展」、「ひすい展」、「金ゴールド展」等の特別展・企画展

を監修し、最新の鉱物科学の普及に貢献したことは特筆に値します。 

 さらに、国立科学博物館叢書5『日本産鉱物型録』、同7『鉱物観察ガイド』を編著されまし



 - 2 - 

た。前書は明治11年に本邦の近代鉱物学の祖である和田維四郎による「本邦金石略史」、それに

続く「日本鉱物誌」（神保小虎ら、大正5年）、「日本産鉱物総覧」（櫻井欽一、昭和46年）の流

れをもので、昭和57年に初版が刊行された後、数年毎に改訂されたものを、2006年の国際鉱物学

連合総会を神戸に招致した折に、和英記載による特別カラー版の叢書として刊行されたものです。

本書では本邦で産出が確認された1139種の鉱物が掲載されています。その後、数年おきに改訂に

より版を重ね現在に至っています。一方、後書は、昭和44年から平成18年にかけて、国立科学博

物館が主催した「鉱物・岩石・火山地質観察会」で観察会参加者に配られた解説資料をまとめた

もので、その大部分が松原会員による解説で構成されています。また、『フィールド版鉱物図

鑑』『鉱物カラー図鑑』『ダイヤモンドの科学』『新鉱物発見物語』『鉱物と宝石の魅力』『鉱

物肉眼鑑定図鑑』などの一般向け図書は、地中深くからの何億年前の昔の地球内部での出来事が

刻まれている無機質な自然物を親しみ深いものにする入門書として好評を得て来られました。 

 日本鉱物学会、日本岩石鉱物鉱床学会に加入し、長年にわたり評議員、各種委員会委員など

として活動されました。平成18年から日本鉱物学会会長を務められ、日本岩石鉱物鉱床学会との

合同国際学術誌『Journal of Mineralogical and Petrological Sciences』誌の電子化を推進し、日

本鉱物学会と日本岩石鉱物鉱床学会を統合して日本鉱物科学会の発足に尽力されました。平成21

年には会長に就任され、学会活動の活性化に貢献されました。また、国際鉱物学連合の博物館委

員会、新鉱物・鉱物名委員会の日本代表委員として平成7年より活動され、日本産新種の記載に励

まれ、国際的な共同研究を行われました。平成13年には、日本鉱物学会賞を受賞されました。ま

た、アメリカ鉱物学会からは鉱物学に貢献したことで、平成14年にFellowの称号を授与されまし

た。 

 以上のように、研究業績並びに国際協力、教育普及活動及び学会活動における主導的役割な

ど、その功績は博く、まことに顕著であります。鉱物科学への長年の貢献と優れた研究・教育業

績ならびに普及活動への顕著な貢献に鑑み，松原聰会員へ日本鉱物科学会渡邉萬次郎賞を授与す

るものであります。 

 

松原 聰 会員の略歴  

昭和２１年（１９４６年）愛知県に生まれる 

昭和４４年（１９６９年）京都大学理学部地質学鉱物学科卒業 

昭和４６年（１９７１年）京都大学大学院修士課程修了 

昭和４６年（１９７１年）京都大学大学院博士課程中退 

昭和４６年（１９７１年）国立科学博物館地学研究部に勤務 

昭和５９年（１９８４年）理学博士（東京大学） 

平成 ７年（１９９５年）国立科学博物館地学第二研究室長 

平成１６年（２００４年）国立科学博物館地学研究部長 

平成２１年（２００９年）国立科学博物館研究調整役（地学研究部長兼任） 

平成２３年（２０１１年）国立科学博物館を定年退職 

現在，国立科学博物館名誉館員及び名誉研究員 
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